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安放四年'長崎到有徳川井粥がオランダに苑
注した茶道射たrヤッバン

-号｣六三五1.,は実政四年(I

八宅咋)軟カッテンダィケ鑑技のもと長崎に剖曹している.このヤッバン埠をr椛臨｣と改名したのは中国の.再興r易経｣に深めた.すなわち即日､互に親しみ揮く.耶あまおきのことである.この度は安政二特段略に閉所孟た柿肘の鮎¶ー伝哲所に所解し'勝弘爪

ことである.

その後､成臨丸は小嘉
打馳駆石巻や物群の輸送に従堺'また庚庶市周辺海域首府のために括椛していたが'田鹿としては小型で蒸気茂樹も小志和は帆走であっ4441度些二年耶艦籍

姦持され'愉遥舶となり'
さらに庶応四年(一八六八年)凝榊も撤去､純帆起船

.となった.

時はまさに政別の時代で
あった｡伐成恥令のさなか'前附加取'招枚の止役者で

いまだに尾を引く

｢修好事始｣の矛盾

太平洋を汲る成邑丸く矧位窮次郎軌

上磯での座礁はいつ?｣

菅はじめ冶肘鮎叩士官の訓蚊艦として利用されたが､n米柘交池坊条約批准衿交僕のため綻米したガ沓光年
.tJX班節団の施行鑑として

太平汚横断に成功したことは'史上よく矧ら･t,.ている

あった般玄武勘は'市村艦船彦品川沖に姫就させ､抑狩野将兵とともに蝦実地に新天地藁めた.耶艦｢日限しこ'八一七,..～.r回天)
一'六レ七八.I.1霊草､輸送船四壁のうちの一船として､慶応四年八月十九日.#

3㌧は眺丸は岨天に曳(え
い)航され‥仲川沖か由帆していった｡

清水で政府がだ鋪この季節は台風咲来も多
く､迎邸く日米近海を迎過するA=姐の影轄蔓け'鈍

子沖で主力艦｢相似｣をはじめ虫艦船とも糾畷する始末｡細道g r菜加併しは雌砥沈改t r接触)も厳刑し艦隊を軌脱､弼流し､哲糾袴に既着､耶水帖で政肘野に輔正された｡､
この後の拭臨丸について･･

は､柄此階でだ耕されたまま雌史的既歴晶じたとはじられた特例もあったか'r北海道志｣1.1.!.十㍍怨に'次の記述を見つけて.'殿に細介したのは､日米交抄出の榔兜者･蔚山市(例月-三十葦刊T.暢如叩好)仰那･朝日)であった｡

朋冶E]牢九月二十円'城
臨鑑､監国上磯部泉沢砧

岸に坐推慨辞す
ところが封山の配述には

矛店するところもあって'その蛇乱がい亀だに蝿を引いているトやっである.例えば刊行中の｢同党大群興し
生別川弘文朗)では｢-の

ち民閑の帽油会社に移され'(明治)二二輝北粘逝沿岸で難破L r大日本訂料金宙.)　(小学虎)ではrのち桝粘性の運送飢となり､七二年(朋飴玉咋)腕舶となる｣とある.L宇目か十九日か¶磯は槻附蛙所有で比問
の相田金紋収り披いとな.り'別納は叩二八し.咋)､米封入駅員す日日汁の宏.ai相を乗せて航伽の途次､九月二十日経慨と苧Teる｡これはr此恥耶丁八軒耐桝耶舛｣　(北鮎瓜lRhm批判)

･′もほほ一致するが'そこ
ではW故先代tjを｢九月十九日)としている｡縄跳丸の付汝蔓とりなから'こ.のlSの適いについて'なお朗点してみたい｡(札幌白石高教輸･助士史家)


